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summary
1 コロナ流行後の感染対策と検査のニーズの変化

・患者が来院する前に，患者の訴えを把握する。

・感染症リスクの高い患者が来院したら，空間的隔離とトリアージをする。

空間的隔離がおすすめの理由1 ▶スタッフの労働時間を減らせるから

空間的隔離がおすすめの理由2 ▶ 隔離の失敗を防げるから（トリアー

ジの限界）

空間的隔離がおすすめの理由3 ▶重症患者を見つけやすいから

・医師による診察

・検査をどうするかは，保護者と相談が必要

①コロナ流行後，検査に敏感になった患者が増えている

➡検査希望の二極化

②陰性確認の検査を要求されたときにどうするか？

③鼻咽頭拭い液の検体採取は困難になった

2 コロナ流行後のインフルエンザに対する考え方

・インフルエンザは，小児では重要な疾患

・インフルエンザの検査方法は？

・新しく保険適用になったAI新医療機器nodocaⓇ

・当院でのインフルエンザ診療の実際

・未来のインフルエンザ診療

➡遺伝子検査で診断・治療の幅が広がる？

➡診察後の患者の感染対策は？

➡検査キットの市販化で何が変わる？
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はじめに
本稿では，まず，新型コロナウイルス感染症（以下，コロナ）の流行に
よって「感染症に対する考え方がどのように変わったのか」について，次
に「コロナの流行後，インフルエンザに対してどう取り組むべきか」につ
いて，考えてみます。

1. コロナ流行後の感染対策と検査のニーズの変化
コロナの流行後，換気やマスク着用などの感染症対策がより身近なもの

になりました。医療機関としては，患者の診療はもちろん，自分自身やス
タッフ，他の患者などに，感染症が広がらないように対策することが大切
です。

（1）患者が来院する前に─感染対策その1「患者の訴えを知る」
多くの場合，「何らかの感染症かもしれない」と医療機関を受診する患
者は，「自分は“インフルエンザ”にかかっていると思うのです」という主
訴で来院することはありません。熱や咳，だるいなど，一般的なかぜと同
様の症状を訴えることと思います。
「患者の主訴は何か？」を把握することは大切です。なぜなら，医療従
事者側も，「発熱があるならコロナかもしれない」「下痢があるならノロウ
イルスかもしれない」と，診断の予想を立て，必要な診療道具や知識の準
備をした上で診療できるからです。
そして，「受診目的（主訴）が何か」を把握するのは，患者が来院してか

らではなく，患者が来院する前に，が理想的です。なぜなら，この予想さ
れる情報を，感染対策に利用できるからです。たとえば，発熱を主訴に来
院する予定の患者に対して，あらかじめ医療機関に「発熱があること」を
連絡してほしいとお願いしておくのです。こうすることで，実際に患者が
来院したときに，医療機関側は，速やかに患者を別室に誘導することがで
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きます。

あらかじめ情報を入手する方法は，もし医療機関がオンライン予約やオ
ンライン問診を採用している場合，電話よりもオンラインで入力してもら
う方法がよいと思います。電話は，緊急時のために取っておきたいからで
す。当院では，「重症患者を他院へ紹介したいのに，電話がかかってきて
ばかりで，こちらから二次病院に電話をかけるタイミングがない。また，
たとえ二次病院に電話がつながったとしても，かかってくる電話が多すぎ
て，折り返しの電話を受けられない」というトラブルが何回も起こりまし
た。ほかにも，「電話がつながらない」というクレームのもとにもなりま
す。「患者が，受診したい時間の予約を取る。その際，受診目的をオンラ
インで入力してもらう」というのが良い方法だと思います。
①「事前の」情報共有

当日の朝，このようにしてつくりあげられた「当日来院予定患者一覧」
を見て，発熱を主訴に来院する患者がどれだけいるか，医療機関側がどう
動くかなどをスタッフと情報共有しておくとよいです。簡単に言うと，そ
の日の予習です。私は，朝少し早めに出勤し，この予約一覧に，さらにコ
メントを足しています（図1）。たとえば，再診患者の場合，これまでにど
のような検査を行い，検査結果はどうだったか，コロナやインフルエンザ
などの直近の感染歴はあるかなどのカルテ情報を追記するのです。さら
に，患者が入力してくれているコメントに「尿量が少なくてぐったりして
きました」とあれば，「点滴がいるかも」とコメントを足したり，「他院で
コロナは陰性でしたが熱が下がりません」という患者には「インフルエン
ザ検査するかも」といった具合に，私の考えを追記することもあります。
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